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ら
四
月
二
十
四
日
ま
で
で
、

検
在
日
は
四
月
二
十
五
日

旧
淑
瀬
、
喜
良
市
地
区
は
四
Ⅱ

十
四
日
か
ら
四
月
二
十
五
日

ま
で
で
、
検
在
日
は
胴
月
二

十
六
日

。
な
お
、
検
在
日
に
は
で
き
る

だ
け
碓
れ
か
残
っ
て
検
在
を

受
け
て
下
さ
い
。

保
険
税
第
一
期
一

四
月
三
十
日
ま
で

四
月
の
納
税

？
ｰ

’

心

１
１

217
P

発
行
所
青
捧
稗
町
役
場

編
集
企
画
室

｜
（
ス
ス
ハ
キ
）
Ｊ
ａ
旬

春
の
清
潔
法
の
実
施

春
の
清
潔
法
は
左
記
の
日
程

一
》
評
》
州
岬
》
桶
陪
勢
掘
郵
銅

す
で
に
四
名
の
赤
痢
忠
者
が
で

て
い
ま
す
の
で
、
と
く
に
て
い

ね
い
に
実
施
し
て
下
さ
い
。

↑
。

’
矛
卿

一
旧
金
木
地
区
は
四
月
十
四
日
か

Ｉ

金
木
町
長
山
国
店
矼
剴
圭
②
児
童
館
の
建
設
⑥
役
蛎
庁
舎
の
新
築
⑨
商
ェ
振
興

』

児
童
の
遊
戯
場
と
し
て
、
川
今
の
庁
舎
は
狭
く
、
構
造
も
中
小
企
業
者
の
金
融
を
門

戸
三
上
武
男
型
郡
塑
諦
祁
能
縣
雑
蝿
嘩
羅
馴
淫
捌
誹
鯉
耐
鋳
擁
緋
馴
糊

型さ
き
ご
ろ
ま
す
、
町
政
運
営
の
基
本
的
県
の
認
司
の
関
係
も
あ
る
の
け
早
い
機
会
に
新
築
に
と
り
か
し
、
商
工
会
へ
の
助
成
の
増

行
な
わ
れ
た
な
心
が
ま
え
と
し
て
は
、
過
去
で
、
今
年
は
川
倉
一
カ
所
に
な
か
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
額
を
考
え
て
い
る
。

町
踵
選
挙
の
四
年
間
の
経
験
と
反
省
堯
蚊
大
る
と
思
う
。
⑦
小
田
川
ダ
ム
の
建
設
と
⑩
上
水
道
の
設
置

，
串

限
に
活
用
し
③
公
民
館
の
建
設
観
光
開
発
上
水
道
は
、
文
化
生
活
の

釉
極
的
な
気
社
会
教
育
の
中
心
拠
点
と
な
現
在
推
進
さ
れ
て
い
る
小
田
必
鋼
条
件
と
さ
え
い
わ
れ
る

持
で
仕
事
に
る
公
民
館
の
建
設
が
各
方
面
か
川
地
区
土
地
改
良
事
業
は
農
家
昨
今
で
も
あ
る
の
で
、
将
来

と
り
く
ん
で
ら
披
く
喫
望
さ
れ
て
い
る
の
個
左
に
と
っ
て
も
十
分
採
算
が
当
町
で
も
ぜ
ひ
上
水
道
を
役

い
き
た
い
。
で
、
今
年
中
に
建
設
の
目
途
毒
と
れ
る
も
の
で
あ
、
、
将
来
誹
腫
し
た
い
。
こ
の
た
め
、
今

つ
ぎ
に
、
つ
け
た
い
。
り
知
れ
な
い
財
産
と
も
な
る
も
年
は
調
査
の
た
め
の
経
徴
を

今
年
あ
る
い
④
町
営
住
宅
の
建
設
の
で
あ
る
か
ら
、
ぜ
ひ
完
成
さ
予
算
化
し
た
い
。

儒
掴
蹄
墜
蹄
率
へ
７
細
嶢
辨
荘
翻
帥
諏
一
却
堆
恥
嘩
却
惟
員
檸
逵
麺
碓
罐
群
錘
鈩
ア
謹
雌
せ
垂
秒
ｗ
小
田
川
ク
ム
の
建
設
以
上
、
や
り
た
い
と
忠
っ

年
間
、
町
政
巡
営
の
任
に
て
簡
単
に
申
し
上
げ
ま
す
。
て
い
る
。
に
伴
い
、
観
光
資
源
の
開
発
も
て
い
る
覗
業
の
あ
ら
ま
し
に

当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
①
木
工
団
地
の
育
成
⑤
水
泳
プ
ー
ル
の
建
設
大
き
く
進
む
も
の
と
思
う
。
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
こ

た
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
木
工
・
建
設
関
係
技
術
者
の
聡
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
か
少
③
道
路
の
整
備
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る
た
め
一

に
私
の
や
り
た
い
と
思
っ
養
成
機
関
と
し
て
、
今
年
中
に
な
い
こ
と
や
、
水
死
事
故
を
防
交
通
趾
の
急
増
に
よ
り
、
町
に
は
、
町
民
の
ご
協
力
か
な
一

て
い
る
こ
と
か
ら
を
申
し
職
業
訓
練
所
を
建
設
し
、
こ
れ
ぐ
意
味
か
ら
も
、
水
泳
プ
ー
ル
道
の
損
傷
か
大
き
い
の
で
、
砂
に
よ
り
重
要
で
す
の
で
、
何
一

述
べ
、
ご
協
力
を
仰
ぎ
た
を
中
心
に
、
将
来
は
木
工
団
地
の
建
設
を
考
え
て
い
る
。
利
敷
、
側
溝
の
整
備
等
、
道
路
分
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

い
と
存
じ
ま
す
。
を
形
成
し
た
い
。
行
政
に
力
を
入
れ
る
。
げ
ま
す
。

：
Ｉ
‐
卜
‐
，
‐
陵
ｌ
‐
稿
唾
Ｅ
一
鹿
野
砿
ｒ
５
－
‐
‐
い
‐
‐
ｒ
，
‐
‐
。
‐
‐
１
１
伊
間
隙
圏
自
画
闇
園
慰
風
画
季
屠
睡
ｆ
肌
・
１
１
１
１
‘
“
。

難講演霧溌雲

|’
一
Ⅲ
二

一
Ⅲ
二

樫鴫
g了,幸子

■b
■■■I■■

一
室

一
一

’’
｜
Ⅲ
’

一
般
会
計
暫
定
予
算

、
烏
引
Ⅱ
、鱒
妻
nJ

’､肉

I開
L月と

こり

慰

回
〃
庁
》
皿
竃
“
Ｊ
尽
阿
嵐
戻

－－＝

議
会
の
人
事

農
繁
期
の
聯
あ
き
．
…
：

苗
代
づ
く
り
か
始
ま
っ
た

〃
初
め
が
よ
け
れ
ば
半

ば
成
っ
た
も
刷
然
″
と
い

う
諺
も
あ
る
。
な
に
ご
と

も
初
め
か
か
ん
じ
ん
・
・
…
．

竪
作
の
祈
り
を
こ
め
て
、

作
業
は
入
念
に
行
な
わ
れ

る
。
こ
れ
が
終
わ
る
と
、
耕

起
、
旧
柚
え
、
除
草
…
…

と
回
の
ま
わ
る
よ
う
な
忙

し
さ
が
ド
ッ
と
や
っ
て
く

る
。

さ
あ
、
今
年
も
が
ん
ば

ろ
う
／
、

ｔ
’
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こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

佃
例
の
芦
野
公
園
桜
ま
つ
り

は
、
町
か
主
催
し
、
来
る
四
月

二
十
八
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で

の
八
日
間
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

｜
今 蕊尚

得
、
商
工
振
興
策
の
一
つ
と
し

て
、
今
年
の
桜
ま
つ
り
を
町
主

催
で
行
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た

こ
の
た
め
、
町
議
会
、
商
工

会
、
町
役
場
な
ど
で
「
桜
ま
つ

り
運
階
委
貝
会
」
を
つ
く
り
、

桜
ま
つ
り
の
鵡
術
や
運
営
に
当

嘩
窪
如
榧
函
鐸
醒
識
塞
沁
吟
症
一
一

弘
削
公
園
に
つ
ぐ
桜
の
名
所

と
し
て
知
ら
れ
る
芦
野
公
剛
桜

ま
つ
り
は
、
今
ま
で
、
商
工
会

か
・
王
催
と
な
り
、
町
が
こ
れ
に

援
助
す
る
と
い
う
形
で
開
催
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
は
、
桜
ま
つ

り
を
よ
り
盛
大
に
す
る
た
め
に

町
ぐ
る
み
で
桜
ま
つ
り
を
行
な

う
べ
き
だ
、
そ
の
た
め
に
は
町

か
珊
業
主
体
と
な
っ
た
刀
が
よ

い
、
と
い
う
声
が
関
係
将
の
間

か
ら
起
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

町
で
は
、
町
議
会
の
賛
同
も

〃
Ｉ
ｉ
１
、
〃
１
１
１
１
〃
１
１
１
１
▲
－
１
１
，
，
１
１
１
，
４
日
０
１
，
１
１
１
、
ノ
ー
１
１
、
ｊ
ｌ
６
１
、
ノ
０
１
１
１
１

町
が
事
業
主
体
に

四
月
二
十
八
日
幕
あ
け

｜
昨
年
の
七
月
か
ら
と
り
か
か

っ
て
い
る
南
中
学
校
の
新
築
工

り
、
来
年
早
禽
完
成
、

計
画
も
で
て
い
ま
す
。

塀
は
、
い
ま
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

第
一
期
工
蛎
は
す
で
に
完
成

し
、
い
ま
行
な

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
体
育
館
も
、
で
き
れ

ば
今
年
中
に
工
事
に
と
り
か
か
一

り
、
来
羊
尋
々
語
戊
、
上
ハ
う
一

一

亜
造
陥
長
大
会
、
三
日
の
消
防

観
閲
式
、
花
火
大
会
、
四
日
の

沌
暇
地
区
服
装
学
院
対
抗
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
大
会
、
花
火

大
会
、
五
日
の
ミ
ス
桜
コ
ン
テ

ス
ト
発
表
会
な
ど
か
あ
り
ま
す

そ
の
ほ
か
、
四
月
二
十
八
日

よ
り
三
日
間
、
新
型
自
動
車
の

展
示
会
、
ま
た
、
期
間
中
は

〃
お
ば
け
尾
敬
″
や
動
物
サ
ー

カ
ス
な
ど
坐
わ
っ
た
見
せ
物
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
桜
ま
つ
り
は
、
一
日

堵

日
、
三
十
日
の
殉
国
慰
霊
祭
、

五
月
一
日
の
仮
装
競
演
大
会
、

西
北
五
モ
デ
ル
雌
影
会
、
二
日

十
九
日
馬
力
大
会
、
二
十
九

の
西
北
五
林
団
野
球
大
会
、
今

作
成
や
行
馴
計
画
の
決
定
を
終

っ
て
い
ま
す
か
、
行
堺
計
画
に

よ
る
と
、
会
期
は
四
月
二
十
八

日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
の
八
Ｈ

間
で
主
な
行
畢
と
し
て
は
、
二

畠_‐：~;蓋F､・2．53、

毒藤澤殺建謡垂事順調
、

●■

Ｊ
Ｐ
■
Ⅸ

と
い
う
一

お
き
に
祭
日
ま
た
は
日
附
に
当

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
去

年
以
上
の
人
州
が
あ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
桜
ま
つ
り
の
宜
伝
ポ

ス
タ
ー
の
図
案
は
、
金
木
中
学

校
の
花
田
澱
人
先
生
の
考
案
し

た
も
の
で
、
全
面
か
三
色
の
桜

の
色
で
、
上
部
に
芦
野
公
閲
さ

く
陽
ま
つ
り
と
い
う
文
字
が
配

腫
さ
れ
た
簡
潔
な
も
の
で
、
好

評
を
柳
し
て
い
ま
す
。

【
開
幕
を
待
つ
芦
野
公
園
】

ｌ
・
旬

句
■
Ｆ
Ｒ
ｒ

桜まつり行事日程表
月日’行リド｜時間｜場所

３
二
言
；
二
三
号
ｉ
三
一
一
》
；
二
言
言
Ｉ
｝
三
一
言
ｆ
二
言
ｆ
二
言
・
…
三
三
》
ゞ
ｆ
二
言
ゞ
ｆ
一
三
一
言
・
＃
一
三
｝

4月28日
（木）

4月29日

（金）

'3001妙夛沸リ
芙
三

交通安全パレート

馬力大会
少年野球大会

津軽民！濡手踊り大会

馬
グ
減

．場
ランド

芸場

皿
抑
皿
柳
一
抑
皿
汕
一
ｍ
柳
Ⅷ

川
Ⅲ
’
１
１
１
’
１
，
川
Ⅲ

とうる流し
4月30日殉国慰笠加夜祭
(-t)獅子舞、荒馬競測大会

綴仙岬
招魂堂
減芸場附近

招魂堂
減豐場附近
太宰碑附近

園内

去
る
一
用
一
日
か
ら
、
母
子

保
鮎
法
か
施
行
さ
れ
、
妊
産
姉

と
乳
幼
児
の
栄
錐
の
強
化
と
健

・
康
”
保
持
が
強
捌
さ
れ
て
い
ま

す
。
金
木
町
で
も
、
こ
の
主
旨

に
雄
づ
い
て
、
四
月
一
日
か
ら

次
〃
盤
釧
で
、
母
子
栄
養
食
品

（
牛
乳
ま
た
は
粉
乳
）
と
腹
滞

を
．
之
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
該
当
者
は
も
れ
な
く
申
講

す
る
よ
う
係
で
は
望
ん
で
い
ま

す
。一
、
対
象
者

①
鮭
子
栄
養
食
品
…
：
．
金
木
町

に
居
住
し
、
生
活
保
謹
賀
の
受

給
世
締
、
お
よ
び
町
民
税
の
非

課
税
世
帯
の
妊
産
婦
な
ら
び
に

乳
幼
児

②
胆
裕
…
…
金
木
町
に
居
住

し
、
医
師
ま
た
は
助
産
紺
の
証

殉国慰蝿大祭

エレキで踊ろう

西北五モデル搬影会

仮装競減大会
０

０
０
０
０
０

０
０
０
叩
４
０

０
４
９
．
１
４

１
，
川
Ⅱ
旧
－
１
１

牛
乳
と
腹
帯
を
支
給

P

5月1日

（日）

|」
i,q
Hー

|

祇陛場附近

グランド
演芸場
金小識堂
太宰碑附近

IIj内・ク・ランド

減芸場
グランド
登仙岬

演芸場

陰陽蕊帯
波芸粉

磯仙岬
グランド

演芸瑚

西北五林間野球大会

今亜造脳長大会

エレキで踊ろう

消防観閲式

音楽会
模型飛行磯大会
花火大会

たばこ消酒呑みあて大会
津軽地区服装学院対抗
バレーボール・卓球大会
津軽民揺手踊り大会
（津経佃用金庫提供）
花ｿ<大会

０
０
０
０
－
０
０
０
０
０

０
０
０
０
－
０
０
０
０
０

９
ｍ
ｍ
旧
一
皿
剖
Ｍ
ｎ
心
一
叫

自
■
ｐ
や
一
．
■
Ⅱ
０

該
当
者
は
も
れ
な
く
申
請
を

5月2日

（月）
サ
ラ
ン明

に
よ
り
熾
子
手
吸
の
交
付
を

受
け
た
考
で
、
妊
娠
五
カ
月
以

内
の
妊
姉
（
妊
娠
五
カ
月
以
上

は
対
象
外
で
す
）

二
、
申
請
手
続

い
ず
れ
も
、
母
子
手
帳
を
持

参
の
う
え
、
厚
生
課
で
申
諦
仰

を
も
ら
っ
て
申
諭
し
て
下
さ
い

三
、
支
給
品
目
、
数
量
、
期
間

①
峰
子
栄
養
食
品
。
：
…
妊
姉
、

産
婦
、
乳
幼
児
と
も
一
人
当
た

り
牛
乳
（
粉
乳
）
一
本
（
一
八

○
匹
入
）
で
、
支
給
期
間
は
、

妊
婦
は
申
請
を
受
理
し
た
月
の

次
の
月
か
ら
出
産
ま
で
六
カ
月

間
、
産
婦
は
出
産
後
三
カ
月

間
、
乳
幼
児
は
出
生
後
満
四
カ

月
目
の
初
日
か
ら
九
カ
月
間

②
眼
帯
・
・
…
・
…
妊
婦
一
人
当
た

り
サ
ラ
ン
一
反
と
す
る
。

３
Ｊ
月
吐

５ 日
音
模型
花火
＝
ノー『小

9．00
5月4日

（水） {|::8:
19．00

自動車巡転技能競技大会
ミス桜コンテスト発表会

5月5日
（木）

０
．
０
０
０
３
１
１

I

金
木
町
の
商
店
に
働
く
若
い

店
凸
た
ち
で
組
繊
し
て
い
る

〃
店
凸
夢
の
会
″
で
は
、
去
る

四
月
十
五
日
の
定
休
日
を
利
用

し
て
、
公
圃
の
消
州
雅
仕
を
し

て
関
係
者
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
日
、
会
睦
の
斎
藤
忠
さ

ん
話
先
賊
に
出
女
会
凸
二
十
名

ほ
ど
が
で
て
、
鞁
仙
崎
附
近
を

中
心
に
、
落
葉
、
紙
く
ず
な
ど

で
散
ら
か
っ
て
い
る
公
園
を
き

れ
い
に
掃
除
し
ま
し
た
。

こ
の
会
で
は
、
昨
年
も
公
側

を
消
州
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
会
の
畷
凸
さ
ん

た
ち
は
、
少
し
で
も
知
識
や
教

養
を
身
に
つ
け
よ
う
と
定
休
日

な
ど
に
店
凸
学
級
で
勉
強
も
し

て
い
ま
す
。

【
清
掃
す
る
店
員
さ
ん
た
ち
】

店
員
さ
ん
た
ち
が

金木町農業労賃協定額l:昭和41年
公
卿
を
清
掃
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囚
日
日
や
″
″
８
１
０
０

』
．
・
今
一
■
”
一

賄
食
数

’
一日当り

一
一
名
畔
燥

腫
水
鯛
除
稲
一
乾

水
田
作
業

傭 者
｜女｜男

実働9時間基準水田一般作業I 800円’
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8001
800i
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〃賄なしは1.000円植’

実働9時間基準
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一
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凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
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凸
■
■
■
■
ｐ
曲
ｐ
・
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■
■
■
■
■
凸
・
■
・
■
■
■
■
■
■
■
凸
・
■
■
■
■
■
●
垂
■
■
色
■
■
■
■
■
■
・
凸
・
■
●
一
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
■
ｇ
’

一
一

Ⅱ
子
牛
の
登
録
は

な
る
べ
く
早
目
に
Ⅱ

一
酩
股
の
振
興
に
は
優
良
乳
牛
を
期
砿
す
る
こ
と
が
大
切
一

碑
で
す
。

一
そ
の
血
統
と
能
力
は
蟹
録
に
よ
っ
て
拙
明
さ
れ
ま
す
。
”

叫
生
脹
満
の
力
は
股
閑
期
を
利
川
し
て
洩
れ
な
く
登
録
す
る
一

一
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

一
尚
、
血
統
嘱
鰄
は
、
日
本
ホ
ル
メ
ク
イ
ン
凝
録
協
会
背
森
一

”
県
支
部
へ
次
の
料
金
を
添
え
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

｜
生
後
四
ヵ
月
以
内
一
、
三
○
○
円
畑

”
〃
四
ヵ
川
以
上
、
六
ヵ
月
以
内
一
、
五
○
○
円
一

一
．
〃
六
力
川
以
上
、
一
年
以
内
二
、
○
○
○
円
岬

．
〃
一
年
以
上
二
、
八
○
○
円
一

一
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
ど
う
ぞ
雌
器
の
乳
牛
懸
録
委
員
に
一

一
ご
相
談
下
さ
い
。

日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
一

が
森
県
支
部
一

柵
売
ｒ
峰
俸

脱穀 ・調整｜ 〃

○ ○○
して帝うれ検瀞い察非

樟
一
便
一
噸

600畑 一般

りんご

０
’
０

５
．
０

６
－
ｍ剪

果
樹

男女共550～600

全上

摘 采

0枚を基準とし
当り15円

1日3，00
て1杷け

1

1
袋
一
薬

か

作
業

1

1一
Ｊ
卸
一
知
卸

一

一
１
１

一
卸

０
０
５
０
７
７

布
穫
造荷

敵撒剤

●果
俣
塾

ｌ
－
ｉ

700葉 調整I夕・バコ

よる賃耕は、田
での禰負10アー
･詳細は各部落
陥定額を基準と

、動力耕転機によ
打から代掻まで
ル当りの基準。
の耕転機組合協

馬 耕 1日

1－－・

|動力耕転機10アール
す。
、賄はなるべく廃lこし、田樅の
際刀賄も出来得る限り共同炊

脱穀機(全自動)1日

小運搬(荷馬車）1日 事にすることが望ましい。

昭和41年における金木町作業別農業労賃協定額を上記のとおり
定めました。

金木町農業委員会・金木町農作業賃金審蟻会


